
令和５年度大阪府食の安全安心推進協議会 情報発信評価検証部会（第１６回） 

 

日時：令和６年３月 14日（木）午後３時から午後４時 30分 

場所：大阪赤十字会館 ３階 302会議室 

 

○事務局 ただ今から「令和５年度大阪府食の安全安心推進協議会 情報発信評価検証部

会」を開催いたします。私は、司会を務めます大阪府健康医療部生活衛生室食の安全推進

課の永田でございます。開催にあたり、生活衛生室長の大西よりあいさつ申し上げます。 

○事務局（大西室長） 日頃は大阪府の食の安全安心の取組みにご理解とご協力をいただき、

誠にありがとうございます。本日は、お忙しい中、情報発信評価検証部会にご出席いただ

き、誠にありがとうございます。本部会では、食の安全安心に関する情報が、府民や事業

者の皆さまに適切に提供されているかどうかを評価・検証を行っております。今日では、

皆さんご承知のとおり、いろいろなツールで、さまざまな情報がたくさん流れています。

なかには、誤った情報や、科学的な根拠のない情報も含まれているかと思います。行政と

しましては、適切な情報を、できるだけ速く皆さまにお届けすることが重要だと考えてお

り、そういった情報を的確に届けることが、消費者の皆さまの安心感につながると考えて

います。 

  先月は、食品添加物をテーマにリスクコミュニケーションで、基調講演やパネルディス

カッションをさせていただき、たくさんの方にお越しいただきました。こうしたリアルの

セミナーの場だけではなく、Web や SNS など、いろいろな手法で食に関する情報を、

わかりやすく提供していきたいと考えています。 

  本日は、食の安全安心に関する情報発信につきまして、今年度の取組みを事務局からご

説明して、計画どおり進んでいるか、を評価いただき、改善することにつなげていくこと

で、いわゆる PDCAサイクルを回していきたいと思っています。 

  委員の皆さまにおかれましては、より効果的な取組みになりますよう、ご意見やご提案 

も含めて、ぜひいただければ大変助かります。 

○事務局 本日の出席委員については、配席図のとおりです。 

  なお、オブザーバーとして、大阪市、豊中市、吹田市、高槻市、枚方市、八尾市、東大

阪市の皆さまにご出席いただいております。会議に入ります前に、配付している資料の確

認をさせていただきます。不足等がございましたら、事務局までお申し付けください。 

  それでは、以降の進行につきましては、平川部会長、よろしくお願い申し上げます。 

○平川部会長 皆さま、年度末のお忙しい中、本部会にお集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。今年は、皆さんご存じのとおり、年明けから、大きな地震があったり、

飛行機の事故などもあったりして災難続きで、特に地震に関しては、震源地に一番近かっ

た珠洲市では、復興どころか、復旧もままならないという状況がまだ続いているというこ

とが報じられております。その点で、皆さまも、おそらく多かれ少なかれ、いろいろなご



 

支援をされているのではないかと思います。 

  他方で、食品の分野では、ここしばらくの間ですと、大きな事故というのは起きていま

せん。かつては、例えば、O157 の食中毒の事故などもあったりしましたし、BSE（牛

海綿状脳症）の問題などもあったりしましたが、ここ 10年以上、そういう大きな問題は

生じておりません。そうした安全安心の状態というのが、このままずっと先も続いていく

ためにも、食の安全安心に関する情報発信・コミュニケーションの活動というのは非常に

重要だと思いますので、今年度の大阪府の取組みに関して、ぜひ皆さまからいろいろなご

意見やご提案をいただいて、特に来年度に向けての改善やアップデートのご提案をいた

だければと思います。どうぞ円滑な議事進行に協力いただきつつ、皆さまからさまざまな

ご意見やご提案をいただければと思います。本日の部会につきましては、すべて公開とし

ておりますので、事務局で議事録を作成し、大阪府のホームページ等で公表するようお願

いいたします。 

  一つ目の議事、「大阪府の食の安全安心に関する情報発信について」を始めたいと思い

ます。事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 議事（1）に関しまして、資料 1 で、第 4 期大阪府食の安全安心推進計画にお

ける、食の安全安心に係る情報提供の取組みの位置付けについてご説明した後、今年度、

大阪府が実施した食の安全安心の情報発信の取組状況について、前半と後半の 2 部に分

けてご説明し、それぞれについてご意見をいただきたいと思います。参考資料 1 に令和

5 年 1 月～12 月の情報発信の取組実績のデータをまとめていますので、適宜ご覧くだ

さい。 

  資料 1をご覧ください。資料 1における、第 4期大阪府食の安全安心推進計画におい

て、「施策の柱 3」に情報の提供の充実を掲げています。食の安全に関する情報を、府民

や事業者の方に対し、様々な情報ツールでわかりやすく発信することが特に重要である

ことから、食の安全安心の情報発信の推進については、計画の中で重点施策として取組ん

でいます。また、箇条書きをしている、ホームページやメールマガジン等のオンラインツ

ールによる情報発信など、個別の取組事業の中で、下線が引いているものに関しては、数

値目標を設定しています。資料 1の右の表をご覧ください。令和 3年度の実績を基準値

として、5 カ年計画である最終の令和 9 年度まで、それぞれの項目について目標を設定

しています。また、昨年度（令和 4 年度）本部会で主なご意見として、表の上になりま

すが、ホームページが見にくいのでポータルサイトの作成、スマートフォンでの閲覧を意

識し動画や LINE等の活用、外国人向けの衛生関係資料の作成、このようなご意見をいた

だきました。 

  続きまして、資料１の２枚目をご覧ください。まず、「オンラインツールを活用した情

報発信」についてです。 

「①メールマガジンによる情報発信」については、メールマガジンの登録者の増加を目

的に、各業界団体にご協力をいただきました。大阪食品衛生協会が実施している食品衛生



 

責任者の養成講習会において事業者に対し直接説明を行いました。また、その他の団体に

もご協力をいただき、各広報誌にメールマガジンに関する記事を掲載いただき、周知先の

拡大に努めました。業界団体のほかに、自治体、他部局との連携を行いました。市町村教

育委員会の学校給食関係の会議や、調理員向けの学習会においてリーフレットを配布し

たり、健活おおさか推進府民会議事務局が会員向けに配信しているメールマガジンで紹

介をしていただきました。また、健康経営オンラインセミナーで、スライドでの周知をし

ていただきました。オブザーバーで来られている政令・中核市の保健所窓口でも、リーフ

レットを配布し周知いただきました。講習会やイベントでリーフレットの配布、イベント

においては、登録の勧誘を行いました。 

  府の消費生活センターが主催する「大阪府消費者フェア 2023」にブース出展しまし

た。蛍光物質が入ったクリームを手に塗り、どれぐらい落ちるかを見て自分の手洗いの癖

を知る手洗い実験や、ブースに来られた方にメールマガジンの登録の勧誘を行い、41名

の方にメールマガジンに登録いただきました。直接お話しできるイベントでの勧誘は効

果が高いので、次年度も引き続きイベント等で登録募集に努めていければと考えていま

す。  

併せて、メールマガジンについてのアンケートを行いました。メールマガジンに登録し

たくないとお答えいただいた方に理由をお聞きしたところ、１番多かったのが、「ほしい

情報は、ほしいときに自分で探します」ということでした。２番目が「メールアドレスを

登録したくない」、３番目が「メールが送られる頻度が高そう」ということでした。1番

目と 2 番目に関しては、メールマガジンではなく自分で探すということでしたので、ホ

ームページを充実させることや、メールを登録しなくていい、他の SNSによる情報発信

ツールの検討が必要と考えられます。３番目に関しては、メールマガジンの配信回数の頻

度が一番低いものが、「緊急情報」の月１回程度になりますので、大阪府のメールマガジ

ンに勧誘する際に、リーフレットのなかに配信頻度を参考値として入れていきたいと考

えています。「食に関してどのような情報に興味がありますか」という質問については、

１番多かったのは、やはり「緊急情報」で、２番目に多かったのが「食品衛生に関する基

礎知識」でした。メールマガジンの項目に、「知っトク！食の情報」というのがあります

ので、こちらで食品衛生に関する基礎知識を配信しています。内容をより充実して配信し

ていきたいと考えています。 

  続きまして、これまでメールマガジンを配信する際に、テキスト形式で配信していたの

ですが、読み手に関心を持ってもらえるよう、視覚的なメールマガジンになるように

HTML 形式による配信を、本年度、試行的に実施しました。左側がテキスト形式でして

いたのですが、右側の「生で食べたらあかん！カンピロバクター」のように、画像を貼り

付けたカラー表示や、リンク先をボタン表示できるようにしました。HTML 形式による

配信では、これまでのテキスト形式と比較して、メールの文面から、大阪府のホームペー

ジへのリンクに、アクセス件数が平均して約２倍に増加しましたので、来年度の啓発分野



 

に関しては、順にHTML形式を検討しています。 

  世間で注目されたキーワードに関して情報発信を行ったものです。左は、ステロイドが

検出された健康茶に関して、独立行政法人国民生活センターが発表したことを受けまし

て、「緊急情報」として配信しました。右は、食品添加物であるアスパルテームに発がん

性の可能性があるという発表を WHO がしましたので、内閣府食品安全委員会のホーム

ページに掲載されている Q&A を、「知っトク！食の情報」で配信し紹介しました。今後

も、世間で注目されている情報に目を向けて、情報発信していく予定にしています。以上

が、令和 5年度のメールマガジンによる情報発信の主な取組状況になります。 

  続きまして、「②SNS を活用した情報発信」についてです。2019 年から、府の公式

X等を活用して、食の安全安心のハッシュタグを付けて、食の安全安心に関する情報の配

信を行っています。大阪府公式もずやんＸは、フォロワー数は約 7万 8,000人となって

おり、食に関しては、2023 年の実績は、配信回数は 27 回で、食中毒予防、イベント

情報など様々な情報を配信しました。Xのなかで、ショート動画を作成し配信しましたの

で、こちらをご紹介します。左は、缶詰の直火調理により、缶に使用されているコーティ

ング剤が溶出するおそれがありますという注意喚起動画になります。中央は、エコバッグ

を衛生的に使うためのポイントを動画にしたものです。右は、ノロウイルス予防の手洗い

クイズを動画にしたものになります。実際にどういった動画か紹介したいと思います。ノ

ロウイルス予防の手洗いクイズをＸで動画配信したものです。YouTube の広告として

も手洗いに関するクイズの 15 秒動画を作成し配信しました。手洗いに関するクイズを

出題し、解答の詳細をホームページで見ていただくという流れになります。今後の予定と

して、こういったクイズの上級編や中級編など、動画のバリエーションを拡大し、順次配

信することを考えています。より多くの府民に発信するために、YouTube以外の媒体に

おいても、動画等の配信を検討していきたいと考えています。 

  続きまして、「③食の安全安心関連のホームページ」についてです。昨年度、本部会で、

ホームページについてご意見をいただいており、現在、ポータルサイトを作成していると

ころです。左側が現在のホームページ、右側が現在進めている作成途中のポータルサイト

のイメージになります。入り口を事業者向けと消費者向けに分けまして、ジャンルごとに

アイコンをクリックしていただくような形にする予定です。アイコンの下に、「おすすめ

サイト」や「気になるワード」からも検索ができるように、押してみたくなるような工夫

をしていきたいと考えています。 

  ここで、資料１の２枚目の表の右側の「自己評価と対応」をご覧ください。「①メール

マガジンによる情報発信」に関しては、登録者数が目標を大きく下回っており、HTML方

式を活用するなど、興味を引く情報内容の充実に取組み、メールマガジン以外の SNSも

活用した情報発信を検討していきたいと思っています。メールマガジンの登録者を増や

すために、周知先の拡大等、登録者増加に向けて取組みをしていきたいと思っています。 

  また、「②SNSを活用した情報発信」については、引き続き Xや YouTubeなど SNS



 

による効果的な動画コンテンツの情報を発信したいと考えています。 

「③食の安全安心関連のホームページ」については、ホームページのアクセス数は目標

に達してはいるのですが、ポータルサイトを開設して、よりわかりやすい情報提供に努め

たいと考えています。 

  表の枠の上から 2 番目の「紙媒体を活用した情報発信」について説明いたします。左

側が、フグによる食中毒予防のポスターになります。10月に、釣具店や漁業協同組合な

ど、約 70箇所に掲示させてもらっています。右側は、キノコによる食中毒の予防ポスタ

ーです。8月末頃から、キャンプ場やハイキングコースなど、府内約 90箇所に掲示させ

ていただいています。紙媒体ということで、スペースに限りがありますので、詳細を知り

たいという場合に向けて、QRコード等を載せて、ホームページにつながるようにしてい

ます。 

  また、大阪いずみ市民生活協同組合さまのご協力をいただき、6月に広報誌で食品表示

について記事を掲載しました。食物アレルギーや期限表示等の食品表示の見方など、2ペ

ージにわたり掲載しました。このほかにも、市町村が発行している広報誌に、「保健所か

らのお知らせ」として、バーベキューの食中毒予防の留意点や、アニサキス食中毒などの

さまざまな記事を掲載しました。 

  資料 1 の右側の「自己評価と対応」ですが、紙媒体を活用した情報発信について、目

標数には見込みで達しており、今後、啓発内容に適した掲載先などの選定を行い、情報発

信をより効果を高めるようにしていきたいと考えています。前半部分に関しましては以

上になります。 

○平川部会長 ただ今、事務局からの説明がありましたが、何かご質問やご意見はございま

せんでしょうか。 

○丸山委員 いろいろ興味深い取組みを展開いただきまして、ありがとうございます。動画

のところで、いくつかご紹介いただきましたが、音が出ないものがありましたが、何か理

由があるのですか。 

○事務局 動画に関しましては、音を付けていない動画を配信していた関係で、機械のトラ

ブルではなく、元々の動画に音を付けていないものになります。 

○丸山委員 音はあったほうが、より興味深いかなと思いました。 

  それと、国民生活センターや消費者庁の情報を、メルマガで紹介されているということ

で、とてもいい取組みというか、興味深いなと思いました。ご存じかもしれませんが、国

民生活センターが、「国民生活」というウェブマガジンを出しておりまして、そのなかに、

「海外ニュース」というページがありまして、海外のことがいろいろ書いていて、食の安

全安心などの取組みもありますので、それを紹介していただけたら、もっといいかなと思

いましたので、情報提供をさせていただきました。 

○平川部会長 ありがとうございます。他の委員の皆さん、いかがでしょうか。 

○米田委員 協議会でも触れたのですが、メールマガジンをこの3年の経過で見ていると、



 

目標を大きく下回っているとはいえ、増えていると思うのです。行動をされているのでき

っと増えたのだと思うので、ぜひ継続をしていただいて、より増えていったらいいなと思

います。500名増えるのはすごいことだと思いました。 

  いろいろな団体のところに紹介をされているので、例えば、府内の大学などを訪問され

て、学生さん向け、職員さんも含めてアプローチをされたらどうかなと思います。 

○平川部会長 ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

○津塩委員 情報発信の関係について、前回、動画の関係を意見として述べさせていただい

て、すぐ対応をしていただき、本当にありがとうございます。メールマガジンなど目標に

達していないということですが、一定の効果というか、そういうのを毎回熱心にされてい

るというところは、すごく評価していいのではないかと思っております。情報発信につい

ては、こちらから一方的に発信して、それを受け手がどう見るかと、いわば受け手側の理

解度という評価が、どういうふうにしたらわかるのかというのは、いろいろな場面での情

報発信について言えることなのですけれども、そういったところが、評価として見ること

ができるのであれば、検討していただきたいなというのが一つです。 

  それと、先ほどの動画のなかでも、クイズ形式とか、いろいろアイデアを出していただ

いたのでしょうけれども、どういった方を対象につくったのかというのが、よくわかりま

せんでした。短い文ですので、パッパッとコマーシャル的な感じで見るのかもしれません

が、視聴者の対象というのを、もう少し明確にしていただいたほうが、少なくともスマホ

で見るでしょうから、対象はスマホを使っている年齢の方なのでしょうけれども、その辺

も、少し考慮いただけたらなというのが意見です。 

○平川部会長 ありがとうございました。 

○田野委員 今回、初めて参加させていただきましたが、情報発信にすごく力を入れておら

れ、「こんなこともやってくださっているんだ」と、びっくりしました。そして、見せて

いただいた中で、先ほどもおっしゃっていたように、対象年齢が、子どもさんなので、現

在と未来に向けた情報発信をしてもらえる方がいいと思いました。ひらがなを入れてい

ただく等、イラストがすごくかわいいので、視聴された方の反応がすごく気になります。 

  あと、ポータルサイトが発信されていることで、更新等はすぐにしていただけますか、

どのぐらいで更新をされるのですか。ポータルサイトで少し関わらせてもらった経験が

あります。私は患者という立場で関わらせていただいた時に、内容が、情報を発信してい

る側と、情報を入手している側では、少し壁があるように思いました。必要な人に必要な

情報が得られているのかを、出来上がった後に経過を継続して見ていくことにより、内容

修正や更新などができるのではと思い興味があります。 

○平川部会長 ありがとうございました。 

○植村委員 この後にご説明があるかもしれないのですけれど、すごく企業以上にされて

いることなどもあるのだなと思いましたし、私たちの事業者団体の中でも、情報の発信を

どうしていくというようなことを、今ちょうど議論を重ねておりますので、非常に参考に



 

なりました。 

 一つ質問なのですが、メールマガジンというのは、この後のご説明にあるかもしれないの

ですが、減ったり増えたりみたいな、そういう動向の調査みたいなことはされていたりす

るのですか。 

○事務局 はい。配信停止ができますので、実際やめられる方もいらっしゃいます。 

そういった数も把握しています。 

○植村委員 ありがとうございます。また、少し詳しく教えていただければなと思います。 

○平川部会長 先ほどの田野委員からの問いかけで、ポータルサイトをつくるにあたって、

その運営に関してご質問がありましたが、いかがでしょう。 

○事務局 ホームページに関しましては、もともと大阪府で作成したホームページにリン

クが飛ぶようにしています。今回のポータルサイトで、どちらかというと、入り口で文字

がずらっと並ぶような形よりは、視覚的に訴えて、入りやすいような形を考えていますの

で、飛んだ先のホームページは、随時、統計などは更新されている状態になりますので、

その点は大丈夫と思います。 

○田野委員 ありがとうございます。 

○平川部会長 私からもいくつか伺いたいのですが、まだ LINEの活用はしていないのです

ね。広い意味でメールマガジンとして扱っていいと思うのですけれども、今だとほとんど

の人が LINEを使っていますし、メールと違って、いちいち自分で振り分けなくても、そ

れぞれ一つのスレートに固まっているので、例えば、こんなことがあったなと思い出して、

後からたどってその情報にアクセスするので、見やすかったりします。普通のメールでは、

ほかのメールと重なってしまう、振り分けがされないという心配が LINE にはありませ

ん。先ほどのアンケートで、たくさん送られてくるのではないかということを懸念されて、

メールマガジンに登録されていないという声もあったので、そのあたりの懸念にも応え

られ、いいかなと思いました。 

  動画の発信ですと、YouTubeを使う場合でも、例えば、ショートの動画でうまく長い

動画への誘導としてもいいかなと思います。あとは、Instagram もいいと思います。そ

のサービスを使うと一ついいのは、例えば、食品に関して関心があると、その人の履歴で、

その YouTubeとか、あるいは Instagramが勝手にリコメンドしてきて、自ら情報を取

りにいかなくても、良い点です。私も食べ物関連のことに関心があるので、Instagramを

開くと、たくさんお料理動画が出てきます。そういった形で、食の安全安心に関する情報

も、自然にみんなのところに届くというのもあるので、活用されると面白いと思いました。 

  まだまだ後半のほうでたくさんご説明がありますので、そろそろ次のリスクコミュニ

ケーションの取組み以降の部分について、また事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局 資料 1の 2枚目の三つ目の枠になります、「リスクコミュニケーション」につい

てご説明いたします。食の安全安心に対する正しい理解の促進を図るために、リスクコミ

ュニケーションを実施しました。昨年度のアンケートで最も要望の多かった「食品添加物」



 

を、今年度のテーマとして実施しました。昨年度に引き続き、大阪食品衛生協会と共催で

開催し、当日は約 100名の参加がありました。食品添加物の安全性について、内閣府食

品安全委員会の委員に基調講演をいただき、その後、消費者、事業者、行政、それぞれの

パネリストによるパネルディスカッションを行いました。 

  リスクコミュニケーションのなかで、令和 5 年度食の安全安心顕彰の大阪府知事賞表

彰式も行いました。今年度は、優れた取組みを行った事業者 5 組を対象に、来場してい

る消費者や事業者の方へ、取組内容を広く周知する場を設けました。 

  ほかにも、包括連携協定を結んでいるイオンリテールと共催で、食の安全安心体験学習

会を実施しました。食品売り場や、日頃見られないバックヤードを見学して、事業者が取

り組んでいる衛生管理などを学習してもらいました。 

  右側は、声を掛けていただいた府立の支援学校高等部の 2 箇所に、食の安全教室を実

施したときの様子になります。全員で手洗い実験を行い、汚れが取りにくい箇所を知って

もらいました。そのほかにも、学校及び教育関係者向けに出前授業等の実施をして、学校

の先生方の意見を取り入れながら取り組んでいるところです。 

  「自己評価と今後の対応」として、資料 1の 2枚目の右側になるのですが、「府民の講

習会等への参加者数」という部分で、目標には達しておらず、対面形式のみに関わらず、

Web を併用したり、オンデマンドにより、より幅広く参加できる方法を検討したいと思

っています。 

続きまして、「食品表示制度の普及推進」については、この後食品表示グループより、

改めてご説明したいと思います。「食品等事業者向け食品衛生講習会の開催」についてご

説明いたします。こちらは、包括連携協定を結んでいる株式会社ダスキンと共催で実施し

た食品衛生セミナーの様子になります。HACCP の考え方を取り入れた衛生管理による

食中毒対策、実演として正しい衛生手洗いについて、事業者の方を対象に講習会を実施し

ました。 

  その他として、インターネット視聴型の講習会の取組事例をご紹介します。大阪府では、

営業許可施設や給食施設の食品衛生責任者の方を対象に、最新の知識や食品衛生関係法

規などを習得していただくために、実務講習会を行っています。実務講習会に関しては、

専用サイトから申込みいただいた事業者の方に、限定公開の YouTube の URL をお伝

えして、事業者の方のご都合のいい時間に受講できるようにしています。資料 1の 2枚

目の「自己評価と対応」については、目標の参加者数は達成見込みではあるのですが、今

後、来年に向けて政令市・中核市と連携して、食品等事業者向けの HACCP 講習会の開

催に取組んでいきたいと考えています。 

  一番下の枠の「その他」の部分になるのですが、多言語に対応した啓発リーフレットを

作成し、ホームページに掲載しました。食中毒予防３原則と、手洗いの手順を英語に翻訳

した一例になります。家庭でできる食中毒予防のポイントを中国語に翻訳したものにな

ります。このほかにも、国際課が外国人向けに配信している「大阪グローバルメールマガ



 

ジン」でも、リーフレットを紹介してもらいました。今後の対応としては、こういった多

言語に対応した啓発リーフレットの種類を増やしていき充実させていきたいと考えてい

ます。 

  次に、食品表示制度啓発事業について、食品表示グループよりご説明いたします。少々

お待ちください。 

○事務局 先ほど植村委員からご質問がありましたメールマガジンの登録の推移ですが、

参考までに、令和 5年度の途中になりますので、まだ時点数値になりますが、新規で 734

名、メールの廃止を希望された方が 253名ということで、だいたい例年同じような形だ

と思われます。 

○植村委員 ありがとうございます。 

○事務局 続きまして、食品表示制度の普及推進の取組みを説明させていただきます。 

  食品表示といいましても、実は非常にルールが複雑で、プロである食品等の事業者さん

でも悩んでしまう項目も多々あります。消費者の方にしてみれば、興味がある箇所、例え

ば、栄養成分表示、特にカロリーであったり脂質であったり、最近ですと糖質もよく取り

上げられるのですが、あとは、原産地表示、「私は国産のものがいい」と言う方もおそら

くたくさんいらっしゃるかと思います。ただ、自分の興味のある箇所は見るけれど、それ

以外のところはよく知らないという方も多いかと思います。 

  本府では、事業者の方には、基本的な食品表示のルールをしっかり習得していただく、

消費者の方には、食品表示にはどのような情報が載っているのかを知っていただき、食品

表示というものを、もっと身近な情報源として捉えて活用していただくことを目的とし

て事業を行っています。今回、紹介する事業は、消費者の方を対象にした 3 事業、事業

者の方を対象にした 2 事業です。リスクコミュニケーションに関しては、先ほど食品安

全グループのほうから説明がありましたが、私からは、添加物表示の情報提供に絞って、

改めて紹介させていただきます。 

  まずは、消費者向けの事業です。当グループのメインの啓発事業となります、「食品表

示まなびぷらす」という事業です。こちらの事業は、もともと環境農林水産部で実施して

いた「食品表示ウォッチャー兼推進員事業」というものを、平成 28年の食品表示業務の

一元化で、食の安全推進課で引き継ぎ、令和元年度まで継続して実施してきました。その

後、コロナ禍があったり、受講者の方が常連さんが非常に多くなってしまうなどの理由に

より、このままウォッチャー制度を続けていくことは難しいということで見直しを行い、

令和 4年度から、ウォッチャー事業の後継として、「食品表示まなびぷらす」を開始しま

した。 

  本事業のメインは、食品表示の学習となります。食品表示は、その食品の情報がたっぷ

り詰まっているので、消費者の方が、自らの生活のなかで、何気なく目にしていた食品表

示を、ルールを理解したうえで見ていただいて、商品を選べるようになってもらおうとい

うことを目指しています。また、表示を学習していただくことをきっかけに、食品表示を、



 

ここだけを注意して見るという形ではなくて、全部のことに関しても関心を持っていた

だくということもめざしています。ウォッチャー事業にも学習という点はあったのです

が、この学習のウエイトを「まなびぷらす」ではもっと増やして、表示の内容をチェック

するという機能も、実地体験ということで残しています。チェックした結果は、本事業に

参加していただいた感想などのアンケートと合せて「まなびぷらすレポート」という形で

提出していただきます。当然ほとんどの食品は適正に表示はできてはいるのですが、「あ

れ、これ、ちょっとおかしいな」というものを発見した場合は、「はてな報告」という形

で報告を上げていただくという制度も設けています。ただ学んで終わりではなくて、その

学んだ知識を使っていただくということもプログラムに組み込んでいます。  

今年度は、7月後半に、大阪市内の 3会場で計 5回、学習会を開催しています。平日

は大きめの会場、この大阪赤十字会館だったのですが、土曜日には、少し小さくて、交通

の便のよい会場で、午前・午後と時間を分けて開催して、平日に来られるという方も、平

日はお仕事で難しいという方も、土日なら参加できるということで、参加していただける

ように設定しています。 

  学習会は、「まなびぷらす」の事業内容の説明、生鮮食品の表示の基本ルールの紹介、

加工食品の表示の基本ルールと食物アレルギー表示の紹介、学習会を受けた後のチェッ

クの方法とレポートの提出方法の説明、この 4 単元で構成しています。「まなびぷらす」

の参加申込みと、最終的な「まなびぷらすレポート」の提出は、大阪府の行政オンライン

システムを使って行っています。こちらは、スマートフォンでも登録ができますので、ペ

ーパーレスという形で行っています。 

  今年度の「まなびぷらす」は、105 人のエントリーがあり、定員数が 100 人なので

すが、実際に学習会に参加いただいた人数は 92人、レポート提出まで完了したという方

が 59人でした。残念ながら、コンプリートに至らなかった方が、そこそこの数いらっし

ゃいました。レポートの提出期間が、学習会が終わってから 3 カ月程度あり、チェック

はしたけれどもレポートを報告するのを忘れてしまった、学習会で学んだことで満足し

てしまった、行政オンラインシステムの入力操作がちょっと難しかったという理由など

から、達成できなかったという方もいらっしゃったのではないかと推察しています。「ま

なびぷらす」の参加者は、学習会とレポートの提出ということで 2 段階になっているの

ですが、それぞれオリジナルのもずやんグッズを進呈しています。ちなみに学習会では、

蓋付きの側面にもずやんのイラストがあるオリジナルデザインの容器になります。蓋に

は書き込みができるようになっていますので、例えば、「3月 14日に作ったほうれん草

のおひたし」みたいな感じで書いて、ご自宅でもしっかり期限管理をしながらお使いいた

だけるようになっています。 

  最終のレポートまで出していただいた方には、A4サイズの耐水性の素材の巾着袋、も

ずやんがデザインされていまして、食品表示グループの職員がデザインした完全オリジ

ナル品です。食品表示なり、食品衛生にゆかりのあるものをということで、うちのグルー



 

プの職員が一生懸命考えて、皆さんに使っていただければと思っています。実際の学習会

の講義は、これは、土曜日の大阪市内の会場で実施しています。講義資料も、一般の消費

者の方が理解しやすいように、なるべく文字は少なめに、イラストを多めにという形で構

成しています。実際に学習会を受けた後で、店頭で確認していただくチェックシートも、

これもわかりやすいように、どういう手順でチェックをしたらいいか、注意点はこことい

うのもお示しした形で資料もお配りしています。 

  続きまして、「食品表示を学んでみよう」は、大阪府食の安全推進課のホームページの

コンテンツになります。当課のホームページには、食品表示に関するページがあり、子ど

もさんと保護者の方が一緒に食品表示を学べるコーナーを掲載しています。年代によっ

て分けてはいるのですが、概ね未就学の子どもさんから小学校高学年の子どもさんが、遊

びながら楽しんで食品表示を学べるように、それぞれの年齢層に合わせたコンテンツを

作成し公開しています。こちらも、すべて食品表示グループの職員のオリジナル企画、作

成となっています。一番手前に展開図がありますが、完成品がこちらです。組立てると最

終的にこういう形になるのですが、これの展開図を載せており、切って、貼って、つくっ

たら、よくあるようなお菓子のパッケージになるという形になっているので、勉強にもな

るし、作ることも楽しんで遊べます。完成後は、例えばペン立てにも使えますし、カード

入れになりそうなもの、貯金箱になりそうなものというのもあります。こちらのデザイン

も当グループの職員がベースを考えているのですが、他のグループの課の職員の子ども

さんたちの声も聞きつつ、アレンジをして完成させたものになっています。大人でも十分

楽しんでいただけるかと思います。 

  今年度は、ぬりえクイズ、なぞときシート、紙芝居という新しいコンテンツを追加して

います。ぬりえクイズは小学校中学年以降の子どもさん、なぞときシートは高学年の子ど

もさんを対象としています。ぬりえクイズのほうでは、栄養成分表示の必須項目であるた

んぱく質の「た・ん・ぱ・く」という言葉が伏せ字になっており、伏せ字になっている部

分のひらがなを見つけて色を塗ろうというミッションになっています。実際に塗ってい

ただくと、下のほうにこっそり隠れている「もずやん」という字が浮かび上がるようにな

っています。右側のなぞときシートは、全 3 問ありまして、一つの問題を解くと、次の

問題のヒントになっているという形で、脱出ゲームとかでよく使われるミッションシー

トみたいな感じのデザインで、子どもさんが解きやすいような形でアレンジして作成し

ています。子どもさん向けのコンテンツなので、食品表示の学習内容はもちろんなのです

が、漢字を習得する学年とか、わかりやすい言い回しというのも考慮して作成しています。 

 紙芝居は、「食品表示を学んでみよう」の小学校低学年向けのコンテンツとなっています。

今年度、当グループで初の試みだったのですが、実際にアレルギー疾患を持つ子どもさん

と、その保護者の方に対して、食物アレルギー表示を紹介するという講演を行いました。

基本的にはリスナーが、大人の方だけではなくて、低年齢層の子どもさんなので、子ども

さんでも親しんでいただきやすいよう、もずやんと食品アレルギー表示を教えてくれる



 

先生のやりとりという設定で講演を行いました。実際に受講していただいた方から、パワ

ーポイントのスライドをつくって、そこを掛け合いという形で説明していったのですが、

学習素材としてそのままいろいろな所で使いたいというご意見をいただいたこと、また、

アレルギー疾患を持つ患者さんやそのご家族でも、食物アレルギー表示のことが実はあ

まりよく知らないというお声もいただきまして、子どもも大人も理解を深める第一歩に

なるような啓発素材として、紙芝居という形でホームページで掲載するように作成しま

した。アレルギーはどうやって起こるのか、加工食品のどこを見たら食物アレルギーの情

報が載っているのかというような情報だけではなく、食物アレルギーを持つ友達にお菓

子をあげるときには、どういうところを注意したらいいかというような注意点も載せて

います。こちらのほうは、3月初めに、当課のホームページに掲載しています。実際の中

身は、イラストのほうのファイルと、読み原稿になるファイルと、二つに分けて掲載して

います。実際イラストのファイルに、読み原稿の対応するファイルを貼り合わせていただ

ければ、紙芝居という形で使えるようになっています。ご興味がありましたら、ぜひ皆さ

まのほうでもご覧になっていただきたいと思います。 

  次に、事業者向けの取組みを紹介させていただきます。平成 28年度より令和元年度ま

で、大阪府主催で、府内の政令指定都市・中核市の皆さまと共催で、事業所の方向けの食

品表示研修会を毎年開催していました。ただ、コロナ禍もあり、先ほどの「まなびぷらす」

もウォッチャー制度の見直しをしなければいけなかったというところもあり、事業者向

け食品表示研修会も、令和 2年度は中止、令和 3年度・4年度は規模を縮小して、大阪

府の単独事業として開催しました。ただ、コロナ禍も落ち着いたこともあり、今年度は、

以前のような大規模な集合型研修を開催できるようになったことから、府市合同で研修

会を開催しました。 

  今年度の研修会のメインは、食物アレルギー表示を取り上げています。昨年の 3月に、

義務表示品目に「くるみ」が追加されたこともあり、トピックスだけではなく、食物アレ

ルギー表示の全般のおさらいもできるように講演を行いました。もう一つ、事業者の方か

らよくある相談、そして、われわれ食品衛生監視員が現場の監視に行った際によく発見す

る間違いという事例も題材に、間違いやすいポイントと、正しい表示例を紹介しています。

講義資料に関しては、食の安全推進課ホームページにも掲載しており、研修会に参加でき

なかった方もダウンロードしています。 

  研修会には、午前・午後合わせて約 200名の方に参加していただきました。食物アレ

ルギー表示のパートは大阪市の方が、よくある間違い例のほうは当グループの職員が、そ

れぞれ講師を務めています。「小麦粉（国内産）」については、実際に流通商品でもよくあ

る間違いの表示なのですが、「○○産」と書けるのは生鮮食品だけなのです。小麦粉は、

いったん小麦を粉体にしており加工食品という扱いになりますので、こちらは、正しくは、

「小麦粉（国内製造）」と書いていただくのが正解になります。この間違いは、本当によ

くある間違いなのですが、なぜ間違えているのかという解説も行っています。 



 

  最後は、食品に関するリスクコミュニケーションになります。今年度は、食品添加物を

テーマに行っており、情報提供として、食品添加物の表示を、当グループの職員が説明し

ています。リスクコミュニケーション事業は、消費者の方も参加されていたのですが、食

品事業者の方の参加が多かったということで、食品表示をつくる側の事業者の方を、主な

ターゲットとして紹介しています。 

  前半は、加工食品における添加物表示の方法を説明して、後半は 2 年前に消費者庁が

策定・公表した「食品添加物の不使用表示に関するガイドライン」の説明を行いました。

世間では、「○○無添加」、「○○不使用」と表示された商品が多数流通しており、皆さん

も見られることがあると思うのですが、この表示が、実際に事業者が意図した内容と、消

費者の方が受けとめられた内容が異なります。不使用表示だけを見て、実際に食品表示全

体を見てもらえない。そのため、正しい情報が伝わらないなどの実態がありまして、消費

者に誤認を与えないためのガイドラインが定められています。ただ、このガイドラインを

公表したことにより、「○○不使用」という表示が使えなくなったのではないかという誤

解が、消費者の方、事業者の方、両方から出ているということもありまして、ガイドライ

ンの趣旨が正しく伝わっていないというところもありましたので、今回のリスクコミュ

ニケーション事業で、その点もしっかりと、このガイドラインはこういう理由でできて、

こういうところを注意してほしいと示しているものなのだということも説明しています。 

  ここまで、表示関係で五つの取組みを紹介しましたが、推進計画で掲げている食品表示

学習会に関する目標は、今年度達成する見込みとなっています。次年度以降も、また自ら

企画した内容に加えて、ほかの団体や事業とも連携し、学習会や啓発事業の充実を図って

いきたいと考えています。 

○平川部会長 ありがとうございました。かなり充実した内容だったと思います。委員の皆

さんに、何かご質問・ご意見・ご提案をいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○津塩委員 いろいろな取組みをしていただいて、本当にいろいろなことをやっていただ

いているので、感心しました。食品表示の関係なのですが、私も 10年近く前に、食品表

示検定という検定試験があるので、それを受けたことがあるのですけれど。少し記憶があ

いまいなのですが、遺伝子組換え食品の関係で、確か一定基準以下だったら表示義務はな

かったように記憶しているのですけれども。遺伝子組換え食品の関係で、先ほどの研修や

勉強会など実績はあるのでしょうか。 

○事務局 今年度はないですが、委員がおっしゃった遺伝子組換えの表示のルールが、令和

4 年度末をもって変わりましたので、令和 4 年度に、大阪府単独ですが、遺伝子組換え

表示に関する研修会を実施しています。それ以降も、質問等がありましたら、適宜お答え

しております。 

○津塩委員 アレルギーの関係については、お子さんをお持ちの方は気になるところでし

ょうけれども、遺伝子組換えというのは、食べてどうこうというのはすぐにはわからない

ので、本当に大丈夫かという心配は、子どもさんについては常につきまといますので、啓



 

発的には継続してお願いしたいというのが一つです。それと、われわれ生産者の立場から

申し上げますと、例えば、野菜をつくるにしても、農薬を減らす減農薬とか、化学肥料を

減らす減化学肥料とか、そういう取組みをしているのですが、ここにきてカーボンニュー

トラルというのが、国からどんどん進める形で、農薬の量を減らすとか、一定のリスクを

減らすという意味では取組みを進めているのですが、そういったカーボンニュートラル

関係は対象外なのでしょうか。 

○事務局 カーボンニュートラルに関しては、直接、食の安全推進課から、食の安全という

観点で情報発信に取り組んでいるということではないのですが、第 4 期大阪府食の安全

安心推進計画の策定の際にも、例えば、食品ロス削減であるとか、プラスチックごみ削減

といった取組みを、大阪府として進めて、他部局も含めて全庁的に進めていくなかで、そ

の中で食品衛生に関して懸念される点、例えば、食品ロス削減であれば、テイクアウトや

食べ残しの持ち帰りというのが進んでいくであるとか、プラスチックごみ削減であれば、

マイボトル・マイ容器という部分が進んでいくなかで、衛生の観点でも注意をしていくと

いうところが、新たに出てくるであろうという部分もありましたので、その点を食の安全

ということで情報発信を進めていくということです。先ほど前半で動画がありましたよ

うに、エコバッグの衛生の観点を情報発信するとか、そういうような視点での取組みとい

うのを進めているというところです。 

○津塩委員 わかりました。 

○平川部会長 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

○田野委員 私は、昨年 10月に、食物アレルギーの原材料表示の研修を身近で勉強させて

いただきました。そのとき、子どもさん向けにお話しをされていたのですが、大人もあま

り知らない事が多くあり、思っていた以上に、ご年配の方や、お父さん・お母さんや子ど

もさんが見入っておられ、話しを真剣に聞かれおりました。その時の感想が、知らなかっ

ただけではなく、知らないと言えないので、今回来てよかったというお声も多数ありまし

た。子ども向けにつくってもらうことで、大人も理解し、知ることができる思います。ま

たルールですが、消費者庁でも情報提供はたくさんしてくださっている中で、原材料表示

等、いろいろなルールが、市民はわかりづらい、見づらい、理解ができない、という部分

を、今回、すごくきちんと整理してお話しをしてくださっていました。この取組みを、今

後も続けていただけると、すごくありがたいと思います。 

○平川部会長 そうですね。アレルギーに関しては、慣れの問題とかと甘く見ていらっしゃ

る方も結構多かったりもするので、今後も、ぜひ啓発活動をお願いしたいと思います。ほ

かにいかがでしょうか。 

○植村委員 ご説明ありがとうございました。多言語に対応した啓発リーフレットの作成

のところを見て思ったのですけれども。この５つの外国語以外もあるのでしょうか。 

○事務局 いえ。今回作りましたのは、この５つについて日本語版であるものを翻訳したと

いう形になります。 



 

○植村委員 ありがとうございます。質問させていただいたのは、私が所属する会社のとこ

ろでも、今、ベトナムの次にインドネシアの方が非常に増えておりまして、逆に中国の方

は減ってきているという現状もありますので、ぜひご検討いただければなと思っていま

す。私自身も、ベトナムの方を採用するために、ベトナムも行って、インドネシアも行っ

たのですけれども、インドネシアでは、日本に来るために詳しく食品衛生の教育が行われ

ているのです。すごくわかりやすくて、逆に、日本が学ばないといけないなと思った経験

があります。向こうは、衛生面について日本より劣っている、学ばないといけないみたい

にされていたので、参考にしていただけたらうれしいなと思いますし、従業員の方たちが、

大阪府の資料で勉強ができたら、私たちも幸せだなと思いますので、ぜひご検討ください。 

○平川部会長 ありがとうございました。 

○丸山委員 多様な取組みをされておりまして、クイズや紙芝居など、すごく多彩だなと思

いました。「食品表示まなびぷらす」のところで、集まってくる人は、どんな人が、どう

いう目的で集まってくるのか興味があります。また、募集はどういうふうにされているの

か、どれぐらいの人が集まったのでしょうか。参加賞で、蓋に書き込みができる容器とい

うのがありましたけれども。これはいい製品だなと思いまして、書き込みができるという

ことだったのですが、何で書き込むのか、繰り返し書き直せるのか教えていただければあ

りがたいです。 

○事務局 まず、「まなびぷらす」の参加者の傾向については、年齢層はどうしても高くは

なります。50 歳代、60歳代の方が多いという印象がありますし、男性よりは女性のほ

うが若干多いです。今回、基本的には課のホームページと、報道発表を行いました。あと、

X でのポストやメールマガジンでも配信していますし、チラシもいろいろな保健所で配

布、各市町村の消費生活センターさんにもお送りして、そちらでも掲示や配布をしていた

だきました。大阪府と包括連携協定を結んでいる保険会社さんで営業活動とあわせて配

布をしていただいたり、立命館大学さんのほうで学生さんに配布をしていただいたり、あ

らゆる手を使って宣伝をしました。今回、調理師関係の学校さんにも宣伝をしたり、栄養

士の養成学校のほうにもお知らせをしたりということもあり、今回は栄養士や学生の方

の参加も多数見られました。大阪府内でもいろいろな地域から来やすい場所にしたり、時

間帯も配慮したりとかはするのですが、皆さん来ていただくのは腰が重いというのがあ

るのですけれど、オンライン講座も検討はしたのですが、通信環境の問題や、私たちも顔

を見ながら対面でやっていきたいというのもあり、対面式という形にこだわって実施し

ています。いい宣伝方法や紹介先がありましたら、教えていただければと思います。 

  こちらの容器に関しては、来ていただいた方に、学んだことを思い出してもらえるよう

な何らかの啓発物品を進呈したいと考えました。令和 4年度に実施したときは、500ml

の缶が 6～8本ぐらい入るクーラーバッグとエコバッグを、それぞれ進呈しています。 

  今年度は、保存容器がいいのではないか、大きいものよりは小さいもののほうが使いや

すいだろう、期限や保存方法というところも想起できるという形で、業者さんにお願いし



 

たものです。蓋付きの容器は、繰り返し書き込め、洗剤で洗うと取れるという形になって

います。来年度も、消費者の方の生活に役立つようなものを検討しているところです。 

○平川部会長 ありがとうございました。 

○米田委員 取組みありがとうございます。リスクコミュニケーションですが、この回数は、

計画としてはあるのでしょうが、もう少し回数を増やすとかというイメージはないので

しょうか。 

○事務局 回数に関しては、もっと増やしたいとは思っています。こちらから能動的に行う

イベント的なものもあれば、申込みいただいて実施できるものもありますので、アピール、

宣伝等はしているのですが、なかなか増えていない状況にはあります。 

○平川部会長 ありがとうございました。ほかになければ、「議事（２）その他」がござい

ますが、事務局から、特にないでしょうか。 

○事務局 特にありません。 

○平川部会長 もう少し時間がありますので、前半のほうの話題も含めて、何かご意見・ご

提案・ご質問をいただければと思いますが、いかがでしょう。情報発信評価検証部会の委

員を、長年させていただいておりますが、年が経つにつれて、実際に大阪府で取り組まれ

ている内容が充実して広がっていくのを、毎年実感しています。まだまだより多くの府民

に届くように、何か工夫ができればと思いますので、何かご意見やご提案をお願いします。 

○米田委員 デジタル化がすごく進行しているのですが、年に 1 回懇談をするときも時々

言っているのですが、アナログもなかなか貴重だと思います。結構、公共施設のところで

スペースがあるなと思って見ていまして、地下鉄でいうと谷町 4 丁目のところですごく

目立っているのが、「オンラインカジノ、あかんで」というポスターが、円柱のところに

多く貼ってありました。公共施設に大阪府のからお願いして、何か宣伝物など貼ったりす

るのという取組みもあってもいいのかなと思っていました。 

○平川部会長 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。事務局から、何かここ

でリアクションができることなどありますでしょうか。ほかにご意見やご提案がなけれ

ば、ここで本日の審議を終了したいと思います。いろいろなご意見やご提案がありました。

大変ありがとうございました。これを踏まえて、来年度に向けての改善につなげていただ

ければと思います。 

○事務局 ありがとうございました。閉会にあたりまして、生活衛生室食の安全推進課長の

塩野よりあいさつ申し上げます。 

○事務局（塩野課長） 平川部会長、どうもありがとうございました。本日いただきました

委員の皆さまからのご意見を参考に、引き続き大阪府の食の安全安心に関する情報発信

の推進に努めてまいりたいと思います。平川部会長をはじめ、委員の皆さまに、ご多忙に

関わらず、本部会に出席賜り、活発な議論をいただきましたことを、事務局一同、心より

お礼申し上げます。本当にありがとうございました。 

○事務局 以上をもちまして、「令和 5年度情報発信評価検証部会」を閉会いたします。 



 

（終了） 


